
恋ヶ窪廃寺跡（国分寺市）
駅から南にのびる車道に沿って、とみん銀行と、たましんの二つの銀行に挟まれる一画が恋ヶ窪廃寺跡で、お坊さんや尼さんの、
病院であり養老院であったといわれるという





　　　　　前方にはＪＲ武蔵野線が走っており、その向こう側にかけて恋ヶ窪廃寺が広がっていたようだ



　　　この周辺が恋ヶ窪廃寺跡ということだが既に開発が進みこのようになっている







恋ヶ窪の地名は室町時代の「旅する僧侶」准后道興（じゅこうどうこう）が「廻国雑記」に詠んだ歌の中にも出てくる

参考ホームページ
http://www.asahi-net.or.jp/~hm9k-ajm/musasinorekisi/kamakurakaidounosyuku/koigakubo/koigakubo3/koigakubo3.htm

http://www.asahi-net.or.jp/~hm9k-ajm/musasinorekisi/kamakurakaidounosyuku/koigakubo/koigakubo3/koigakubo3.htm


　　　　　　ここから武蔵国分尼寺へと続く道は「史跡通り」と名付けられている













　　　　　周りは住宅団地の一群



　　　　　　国分寺市文化財資料展示室にあった恋ヶ窪廃寺跡についてのパネル



　　恋ヶ窪廃寺跡についての説明













　　　　　ここは武蔵台遺跡公園







武蔵台東遺跡の柄鏡形敷石住居跡と呼ばれる縄文時代中期（約4000年前）の住居跡を、発掘した時の状態で移し替えたものという













　　　　　　柄鏡形敷石住居跡



　　　　　この道は旧鎌倉街道で、この右手一帯が武蔵台東遺跡であったが既に住宅地となっている



　旧鎌倉街道







　ここで街道の左手を登ると塚（修法壇跡で街道の反対側にあった伝祥応寺と関連があるといわれる）がある







前方が塚の高まり





　　塚の頂部



　　　　　　　頂部から見下ろす



街道に下り、反対側の階段を登ってみる





　　　　　この一帯は伝祥応寺跡



　　鎌倉時代末頃の寺跡



　　周囲には土塁が復元されている







　　土塁崩壊土





　　この辺りで板碑が出土している









　　右下が街道



　　国分寺市文化財資料展示室のパネル



　　　　伝祥応寺跡についての説明





　　　　　　　前方は緑地広場





街道を振り返る











　 　掘立柱建物跡



　　この公園にふさわしい掲示がしてある







　　　　　　国分寺跡地黒鐘公園



　　　　武蔵国分尼寺と僧寺（武蔵国分寺）の間を南北に走る古代東山道武蔵路に当たるところから発見された



東山道武蔵路（奈良時代の官道）
　　↓

旧鎌倉街道は東山道武蔵路にほぼ平行してその西側を走っており、重なる区間もあるという


